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定 例 教 育 委 員 会 会 議 録 

 

１ 開会及び閉会日時 

  令和元年１１月１９日（火） 午前１０時    開会 

                午前１１時０５分 閉会 

 

２ 開催場所 

  富士川町教育文化会館 

 

３ 出席及び欠席委員の氏名 

  出席委員  野中 正人 教育長  中村 髙志 職務代理 

大森きよ子 委 員  望月 正人 委 員 

秋山 悦彦 委 員 

 

４ 議場に出席した事務局の職員の職氏名 

  教育総務課長   中込 浩司  生涯学習課長  深澤 千秋 

  教育施設整備統括監 渡辺 成昭 給食センター準備室長 大久保公生 

総務学校担当ﾘｰﾀﾞｰ 三好  健 

  社会体育担当ﾘｰﾀﾞｰ 望月 大輔  社会体育担当ﾘｰﾀﾞｰ 石坂 裕樹 

 

５ 傍聴人及び報道 

  なし 

 

６ 教育長報告 

令和元年１０月２６日から令和元年１１月１９日までの事務事業について報告 

 【報告の要旨】 

(1) 来年度就学児及び健診について 

(2) 令和２年度採用・昇任管理職及び主幹教諭選考受験者の推薦について   

各学校長より具申を受けた１３人を推薦 

(3) 太鼓フェスティバルについて           10 月 27 日開催 6 団体出演 

(4) 管内小学校３校の交流事業の開催について   11 月上旬～下旬に３小学校で開催 

(5) 山車巡行祭りについて（町制施行 10 周年記念） 11 月 4 日開催 小中 72 名参加 

(6) 町駅伝大会について               11 月 10 日開催 49 チーム参加 

(7) 町民文化祭文化展について              11月16～18日まで開催 

(8) 小中学校のあり方懇話会について   

          11 月 11 日に懇話会で取りまとめた意見書を教育委員会に提出 

(9) 各種大会について                  県中学校新人大会ほか 

  【委員了知】 
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７ 会議に付した議案 

  議案第 19 号 令和元年度富士川町一般会計補正予算（第 6 号）について 

    議案第 20 号 富士川町就学援助費対象者の追加認定について 

 

８ 議題となった動議を提出した者の氏名 

  なし 

 

９ 議事の概要 

(1) 令和元年度富士川町一般会計補正予算（第 6 号）について 

議  長   事務局から説明を求める。 

事 務 局   資料により説明する。 

  事 務 局   資料により説明する。 

  議  長   ただ今の提案で、よろしいか。 

委  員   「異議なし」の声 

【異議なし 可決】 

 

(2) 富士川町就学援助費対象者の追加認定について 

議  長   事務局から説明を求める。 

事 務 局   資料により説明する。 

 議  長   ただ今の提案で、よろしいか。 

委  員   「異議なし」の声 

【異議なし 可決】 

 

10 協議事項 

 (1) 第２次富士川町学校規模適正化基本方針（案）について 

議  長   事務局から説明を求める。 

  事 務 局   臨時会において検討した結果、修正した部分について説明する。 

  議  長   基本方針（案）についての意見を伺う。 

  委  員   修正したことにより、表現内容は、良くなったと思う。 

  事 務 局   小中連携の項目について、「分離型」の言葉は、小中一貫教育の形

式を表すものであったので、方針内容から削除した。 

  議  長   他に方針（案）の修正等または、意見などはないか。 

各 委 員   特になし。 

  事 務 局   今後の進め方については、基本方針（案）をパブリックコメントに 

出すことになる。期間は、１ヶ月間を必要とするため、１２月２６ 

日から翌年１月２４日までとする。ここで出された意見について、 

教育委員会の中でもう一度議論し、意見の内容を考慮した方針に修 

正等を行うかどうかを検討する。修正等がなければ、（案）を外し、 

第２次富士川町学校規模適正化基本方針となる。 

議  長   今の説明で、質問・意見などはないか。 
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  各 委 員   特になし。 

 

11 報告事項の概要 

  (1) 峡南地区ことばの教室共同設置協議会の名称変更について 

議  長   事務局から説明を求める。 

  事 務 局   名称変更の概要について説明する。 

  議  長   ことばの教室共同設置協議会の名称変更についての意見を伺う。 

  委  員   通級指導教室という言葉が分かりにくいように思える。 

  事 務 局   「通級指導」という言い方が正式な表現ですが、規約では「ことば

の教室」としている。支援が必要な児童生徒に対し、各学校の授業

以外の時間帯に、別の場所へ通って指導を受けることから、通級指

導教室となっている。 

  委  員   「ことばの教室」が「ことばと発達のサポートルーム」に替わるこ

とでよろしいのか。 

  事 務 局   近隣市町でも「サポートルーム」との呼び方が多くなってきている。 

委  員   学校内では、通級指導の言葉を使っているのか。 

  事 務 局   教職員の中では使っている。ただし、特別支援クラスの子が普通ク

ラスの中に入って授業を受けることは「交流」と呼んでいる。   

  【委員了知】 

 

(2) 峡南地域教育支援センターの共同設置について 

  議  長   事務局から説明を求める。 

事 務 局   現在行われている「やまなみ教室（不登校児童生徒の支援教室）」の

共同設置について説明する。 

議  長   教育支援センター共同設置についての意見を伺う。 

委    員   ４町とは、どの町を指しているのか。 

事 務 局   南部町を除く、市川三郷町、身延町、早川町及び富士川町となる。 

議  長   教員の配置はどの様になっているのか。また、何人通っているのか。 

事 務 局   県からの加配教員が１名配置されている。富士川町では、三珠教室

に２名が通っている。対象者の不登校児童生徒は少なくはないが、

保護者の送迎が必要であることや、学校に行きたがらない子を通わ

せるので、保護者の協力がないとなかなか通うことができない。 

委  員   やまなみ教室を希望しても、送迎はしてもらえないのか。それでは、

公共交通機関が無い地域なので通いにくいのではないか。 

事 務 局   保護者が送迎するか、自分で行くしか他に手段がない状況である。 

 委  員   やまなみ教室に通ったことで、効果があった生徒はいるのか。 

 事 務 局   教室に通い、高校受験を受けた生徒の報告はあった。 

 委  員   精神的な部分において、支援を受けた子もいるのか。 

 事 務 局   個別の学習指導や色々な相談を行うなどの支援は実施している。 

 委  員   町単独での配置は難しいものか。 
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 事 務 局   県では、それぞれ市町で実施する事業であると考えているが、峡南

地区の場合、共同で行ってきたことから、今年度まで教職員を配置

してもらえたと考えている。当初、教室の設置場所については、不

登校の学校から遠い所の方が通いやすいとの意見もあった。 

  【委員了知】 

 

(3) 教育四者の要望について 

議  長   事務局から説明を求める。 

  事 務 局   11 月 11 日町長に提出された要望書について項目ごとに説明する。 

  議  長   教育四者による要望者についての意見を伺う。 

  全 委 員   特になし 

 

12 その他 

 (1) 令和２年成人式について 

  議  長    成人式について説明を求める。 

事 務 局    資料により説明する。記念講演の講師について、事務局で予定し 

ていた方の都合が悪くなり、急きょ他の人を探している。相応し 

い方を知っていたらお知らせ願いたい。 

  議  長    知的障害者が参加する「スペシャルオリンピック」に関わる話が 

出来る、舩木上次氏がいる。 

  委  員    大道芸人として、以前話題になった増穂南小卒業生の小嶋祐樹氏 

が、挫折を経験しながらも、スペインのバグパイプの演奏者とし 

て世界大会で優勝した話題のある方がいる。 

  議  長    ２名候補者が出てきたが、事務局でどちらか決めてもらえれば、 

          連絡をとるようにする。 

  【委員了知】 

 

(2) 第 10 回富士川町駅伝大会の結果について 

  議  長    駅伝大会の結果について説明を求める。 

事 務 局    資料により説明する。 

議  長    前年度と状況が変わった所は何か。 

事 務 局    ６人で全区を走るが、平林区間が無くなり、全長は 18.5ｋｍから 

        16.5ｋｍと 2km 短くなった。 

【委員了知】 

 

(3) 県小中学校体育連盟からの依頼について 

議  長    地教委連会長として、小中体育連盟峡南地区の代表から、大会参 

加費用を町が予算化して負担できるように、各地教委への働きか 

けを依頼された。その内容は、中学生の選手権及び新人戦におい 

て、参加費をとっていたが、県からの負担が減ることにより、予 
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算面で大会運営が難しいことから、総体についても参加費の負担 

をお願いする通知を、各学校長あてに出されている。峡南地区の 

全地教委へ話をしてもらいたい内容であったが、他の町まで話は 

できないと回答した。予算化については、事務局で検討してもら 

いたい。 

  事 務 局    予算化について、検討する。 

【委員了知】 

 

13 今後の日程について 

  事 務 局    資料により説明する。 

  【委員了知】 

 

14 議決事項  

議案第 19 号 令和元年度富士川町一般会計補正予算（第 6 号）について 

  議案第 20 号  富士川町就学援助費対象者の追加認定について 

 

15 その他教育長が必要と認めた事項 

  なし 

 

16 その他 

  ○会議規則第１６条第１項による会議の次第は別紙のとおり。 

  ○次回教育委員会 定例会 １２月２３日（月）午後４時 

   

 

 

 

会議録署名 

 

教 育 長                

 

 

署名委員                

 

 

署名委員                




































